
1  課題を抱える業務の内容

3 こんな技術を求めています!

大10 埋設管路の劣化診断技術

2 課題の詳細

埋設管路の目視確認が不可能で、維持管理として管体自体の劣化状況を直接的に把握することが

できない。また、維持管理手法として、時間計画保全である管路更新か漏水後の修繕による事後保

全となっており、状態監視による維持管理が基本不可である。そのため、一定経年化傾向を踏まえ

た時間計画保全として管路更新は実施しているものの、実際の管体劣化状況を踏まえた効率的な管

路更新になっていない。

管路の劣化状況を直接的に診断・把握することで、維持管理手法の高度化を図ることができます。

埋設管路について、非開削・非破壊で劣化状況を把握・診断できる技術が確立することで、埋設

管路の状態監視が可能となります。技術確立に至った場合の使用用途としては以下を想定してい

ます。

 使用可能年数を超過した管路の状態監視

 布設替困難管路の状態監視

 漏水発生管路の劣化診断

 管路更新対象外管路の状態監視 など
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